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選定理由 
 
 
 
県内分布 
 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 

イヌノフグリ 
近年，本県での生育地は激減し，個体数も極めて少なくなった。農耕

や埋立てなどの人為が加わり，帰化植物との競合もあって生育が阻ま

れ，絶滅の危険性が高くなっている。 

 

耶馬渓・国東丘陵地，中津・宇佐低地，日田低地・丘陵地，別府湾沿岸域，

大分川・大野川丘陵地，豊後水道域，豊後水道後背地域，大野川上流域，

北川上流域 

 

北海道，本州，四国，九州(福岡・佐賀・長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島)，沖縄 

中国，朝鮮半島，台湾 

 

低地や丘陵地の路傍，草地。 

 

 

最近，フラサバソウ（Veronica hederaefolia）の侵入が著しく，生育

状態の衰退した生育地が増えている。 

　 
　 
ゴマノハグサ科 
Scrophulariaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 
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Veronica didyma Tenore  
var. lilacina (Hara) Yamazaki

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

ヒロバトラノオ 
 
 
 
(九重火山群) 
 
 
九州（熊本・大分） 
朝鮮半島 
 
 
 
 
「久住町古街道」の標本を基に記載されたが，その生育地は把握され
ていない。 
 
基準標本産地［久住町古街道］。国立・国定公園指定植物［阿蘇くじゅ
う，祖母傾］。文献［古海正福：植物学雑誌 30 (1916)］ 

　 
　 
ゴマノハグサ科 
Scrophulariaceae

 

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

情報不足 
掲載なし 

Veronica kiusiana Furumi

選定理由 
 
 
県内分布 
 
 
分 布 域  
 
 
 
生育環境 
 
 
現　　状 
 
 
備 考  

ホソバヒメトラノオ 
 
 
 
(玖珠丘陵地・山地)，(九重火山群)，(由布・鶴見火山群)，(大分川・大
野川丘陵地) 
 
本州(紀伊半島以西)，四国，九州(長崎・熊本・大分・宮崎・鹿児島) 
朝鮮半島，中国・中国（東北部），蒙古，アムール，ウスリー，台湾，シベリ
ア，極東地方 
 
丘陵地の草原。 
 
 
上記の地域で採集された標本はあるが，植林地や畑地などに変わり，
いずれもその生育状態は把握されていない。 
 
国立・国定公園指定植物［阿蘇くじゅう，日豊海岸］。オオホソバトラ
ノオ（var. dilatata）を含む。 

　 
　 
ゴマノハグサ科 
Scrophulariaceae

カテゴリー 

大分県 

環境庁 

情報不足 
掲載なし 

Veronica linariaefolia Pall. 




